
様式第２号

１　事業者の概要

〇

２　温室効果ガスの排出状況等

2019 年度 t-CO2
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％ -0.60 ％

３　温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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前年同様、コロナ禍により全体研修が出来な
い為、点呼時の最小限の個別指導になって
いる。

第３年度
実施状況
の説明等

新型コロナウイルスが2類相当から5類に引き
下げられましたが、前年同様に全体研修がま
だ出来ていない為、点呼時の個別指導及び
伝達になっている。

7.19 削減率

令和3年4月から令和4年3月までの1年間の当社営業車の稼働率
52.5％から令和4年4月から令和5年3月までの稼働率が60.7％と若干上
がったものの業界全体の平均稼働率66.6％にもとどかず以前低迷であ
り、燃料の使用量も減少しているためです。

目標年度

排出原単位 0.2799

削減率 38.74 削減率

排出量等の
増減理由

基 本 対 策 の 実 施 状 況

基準年度

第１年度

排出量等の
増減理由

令和2年4月から令和3年3月までの1年間の当社営業車の稼働率
40.9％から令和3年4月から令和4年3月までの稼働率が52.5％と若干上
がったものの以前低迷であり、前年同様に燃料の使用量も減少してい
るためです。

第３年度 2022 年度
排出量 606.0 排出原単位 0.2707

削減率

実施状況
の説明等

3の1の3について、タクシー管理の新システ
ムを導入し車両別の走行距離と燃料量が把
握できる。コロナ禍により全体研修が出来な
い為、点呼時の最小限の個別指導になって
いる。

第２年度
実施状況
の説明等

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第一計画期間）  第 3 年度分

事 業 者 の 名 称 仙都タクシー株式会社

市内代表事業所の名称 仙都タクシー株式会社

排出量等の
増減理由

平成31年4月から令和2年3月までの1年間の当社営業車の稼働率
65.4%から令和2年4月から令和3年3月までの稼働率が40.9％になって
おります。これは、新型コロナウイルス感染防止による不要不急の外出
自粛に伴う利用客数の激減と緊急事態宣言及びまんえん防止等重点
措置により、従業員を休業させながらの営業となり、稼働率が下がり燃
料の使用量も減少しているためです。

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況

第１年度 2020 年度
排出量 400.0

第２年度 2021 年度
排出量 414.0 排出原単位 0.2777

削減率 36.60 削減率

市内代表事業所の所在地 宮城県仙台市宮城野区日の出町2丁目5番17

主 た る 事 業 道路旅客運送業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

年度
目標排出量 587.0 目標原単位 0.2419

削減率 10.10 削減率

温 室 効 果 ガ ス の
削 減 目 標

基準年度 基準排出量 653.0 基準原単位 0.2691

目標年度 2022

（運送事業者用）



様式第２号

エコドライブの管理 一部実施済

維持管理に関する教育 一部実施済

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

選 択 対 策 の 実 施 状 況

項目 実施状況

最適運行ルート選択 実施済

効率的なルート選定 一部実施済

燃費向上のための装置等の計画的導入 一部実施済

（運送事業者用）


